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福
島
県
に
は
、
農
業
水
利
施
設
が

約
７
千
施
設
あ
り
、
受
益
面
積
が
１

０
０
ha
以
上
の
基
幹
的
用
排
水
施
設

は
、
全
長
約
１
千
km
に
も
及
び
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
造
ら
れ
て
か
ら

相
当
な
年
数
を
経
過
し
た
も
の
が
多

く
、
い
か
に
長
寿
命
化
を
図
り
、
計

画
的
に
整
備
補
修
や
更
新
を
行
っ
て

い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
各
施
設
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
を
把
握
し
、
予
防
保
全
的
な

対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
農
水
省
で
は
、
平
成
26
年
に

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
行
動
計
画
を
策

定
し
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
、
対
象

施
設
の
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
、
土
地
改
良
長
期
計
画
に

も
、
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
の
機
能

保
全
計
画
の
策
定
率
が
成
果
目
標
と

し
て
位
置
付
け
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
福
島
県
の
策
定
率
は
35
％
で
あ

り
、
全
国
平
均
の
62
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
県
と
し
て
は
、
県
独

自
の
施
設
管
理
シ
ス
テ
ム
を
更
に
充

実
し
、
こ
れ
ら
施
設
の
管
理
を
適
切

に
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

施
設
管
理
シ
ス
テ
ム
は
平
成
20
年

度
か
ら
始
ま
り
、
各
施
設
管
理
者
が

施
設
管
理
台
帳
を
整
備
し
、
施
設
の

点
検
診
断
を
行
い
、
整
備
補
修
・
更

新
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
対
策

工
事
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
、
平
成
30
年
度
は
、
簡
易
な
農

業
用
施
設
に
つ
い
て
、
個
別
施
設
計

画
を
各
施
設
管
理
者
が
作
成
で
き
る

体
制
を
目
指
し
ま
す
。

施
設
の
「
点
検
・
診
断
」
は
、
施

設
利
用
者
に
と
っ
て
は
内
容
が
難
し

く
、
継
続
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
な
点

検
が
必
要
な
施
設
も
あ
れ
ば
、
普
段

の
利
用
状
況
の
確
認
で
十
分
な
施
設

も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー
タ
も
、
情
報
の
引
き
出
し
・
加

工
・
分
析
に
時
間
を
要
し
、
情
報
の

紛
失
や
死
蔵
化
さ
れ
て
い
る
事
例
も

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
常
・

定
期
・
臨
時
の
点
検
結
果
を
基
に
、

常
に
施
設
の
劣
化
予
測
が
出
来
て
、

補
修
履
歴
を
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
る

体
制
を
整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。

４
月
以
降
、
施
設
点
検
な
ど
で
関

係
の
方
々
に
は
お
手
数
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神
奈
川
県
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
が
あ

る
南
会
津
地
域
は
、
約
93
％
が
森
林

で
、
阿
賀
川
、
只
見
川
、
伊
南
川
沿

い
の
狭
い
平
地
（
厳
密
に
は
ほ
と
ん

ど
が
１
／
１
０
０
以
上
の
傾
斜
地
）

に
集
落
、
農
地
が
開
け
て
お
り
農
地

は
約
３
，
７
０
０
ha
で
全
体
の
約
２

％
で
す
。
中
山
間
地
域
の
例
に
漏
れ

ず
65
歳
以
上
の
割
合
が
約
８
割
と
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
農
業
担
い
手

の
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
季
の
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
て
、

ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
リ
ン
ド

ウ
、
か
す
み
そ
う
等
の
施
設
園
芸
が

盛
ん
で
す
。

農
地
は
傾
斜
地
が
多
い
こ
と
か
ら
、

小
さ
な
区
画
が
多
く
、
国
の
補
助
事

業
が
で
き
た
昭
和
30
年
か
ら
50
年
代

に
か
け
て
、
ほ
ぼ
全
域
の
基
盤
整
備

が
完
了
し
ま
し
た
が
、
近
年
、
所
得

向
上
の
た
め
の
施
設
園
芸
の
更
な
る

拡
大
と
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
の
た

め
、
地
域
の
農
業
担
い
手
へ
の
集
約
・

集
積
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
農

地
中
間
管
理
事
業
な
ど
を
積
極
的
に

活
用
し
な
が
ら
、
農
地
の
更
な
る
大

区
画
化
、
畑
地
へ
の
転
換
、
集
団
化
、

集
積
を
進
め
る
た
め
の
再
整
備
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
】

倉
楢
地
区
（
Ｈ
20
～
29
）

田
部
地
区
（
Ｈ
28
～
32
予
定
）

農
道
や
水
路
の
舗
装
、
農
村
集
落

に
お
け
る
生
活
道
路
や
防
火
水
槽
な

ど
の
防
災
施
設
な
ど
住
み
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
農
家
民
宿
な

ど
都
市
交
流
の
推
進
と
相
ま
っ
て
、

中
山
間
地
域
の
農
村
集
落
を
活
性
化

し
、
定
住
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

【
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
】

南
会
津
西
部
地
区(

Ｈ
23
～
32
予
定)

下
郷
地
区
（
Ｈ
30
～
34
予
定
）

南
会
津
域
は
県
内
で
も
特
に
雪
が

深
く
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら

の
整
備
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
農
地
整
備
と
中
山
間

地
域
の
環
境
整
備
を
軸
に
、
み
ん
な

が
輝
く
園
芸
産
地
と
交
流
の
郷
を
目

指
し
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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毎
年
４
月
は
、

農
業
水
利
施
設
の

『
施
設
強
化
月
間
』
で
す
!!

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

【特集】

国
の
補
助
を
受
け
て
、
平
成
24
年

度
よ
り
海
岸
災
害
復
旧
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
楢
葉
町
の
「
山
田
浜
地

区
」
の
海
岸
堤
防
工
事
が
今
年
１
月

に
完
了
し
ま
し
た
。
延
長
６
５
２
ｍ
、

総
事
業
費
は
約
30
億
円
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
相
双
管
内
で
津
波
に
よ
り
被

災
し
、
災
害
査
定
を
実
施
し
た
16
農

地
海
岸
の
う
ち
、
９
海
岸
が
完
了
し

ま
し
た
。

度
重
な
る
台
風
に
よ
る
波
浪
や
強

風
に
見
舞
わ
れ
、
工
事
が
中
断
す
る

こ
と
が
多
く
、
工
程
の
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
堤
防
法
面

の
被
覆
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
二
次
製

品
の
残
存
型
枠
を
多
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
資
材
や
作
業
員
不
足
の
解
消

と
工
期
短
縮
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

堤
防
高
を
被
災
前
か
ら
２
．
５
ｍ

嵩
上
げ
て
８
．
７
ｍ
に
す
る
と
と
も

に
、
現
在
背
後
地
で
合
わ
せ
行
っ
て

い
る
県
道
や
海
岸
防
災
林
の
整
備
に

よ
り
、
当
地
域
は
「
多
重
防
御
」
の

防
災
機
能
を
備
え
た
安
全
で
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
へ
着
実
に

前
進
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
当
地
区
海
岸
は
復
旧
当

初
よ
り
県
外
派
遣
職
員
か
ら
な
る
福

耕
支
援
隊
（
町
田
昌
司
さ
ん[

埼
玉
県]

井
上
浩
行
さ
ん[

滋
賀
県]

）
の
多
大

な
協
力
と
施
工
業
者
の
努
力
、
綿
密

か
つ
安
全
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た

工
程
管
理
に
よ
り
、
予
定
よ
り
も
１

年
早
く
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

県
内
か
ら
の
便
り

南

会

津

農

林

事

務

所

相
双
農
林
事
務
所
ニ
ュ
ー
ス

【
農
林
水
産
部

農
地
管
理
課
】

「
み
ん
な
が
輝
く
園
芸
産
地
と

交
流
の
郷
」
を
目
指
し
て
！

【施工前】区画4アールの田部地区(H29.5)

区画５０アールに再整備を

している施工中の様子です。

区画を拡大し集積を進めます！

【施工中】押し寄せる高波(H27.10)

↑応急復旧後に再被災(H26.4)

【施工後】復旧完了(H30.1)→

【
農
村
整
備
部
】

【
農
村
整
備
部
農
村
整
備
第
一
課
】
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伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
は
、
福

島
県
の
北
部
、
福
島
県
と
宮
城
県
と

の
県
境
に
位
置
し
、
福
島
市
・
伊
達

市
の
一
部
、
桑
折
町
及
び
国
見
町
の

２
市
２
町
に
広
が
る
水
田
・
畑
約
１
，

３
０
０
㏊
を
受
益
地
と
す
る
土
地
改

良
区
で
す
。

昭
和
26
年
に
、
水
利
組
合
か
ら
土

地
改
良
区
に
組
織
変
更
し
、
昭
和
40

～
50
年
代
に
県
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
で
整
備
し
た
２
本
の
幹
線
用
水
路
・

頭
首
工
と
、
本
事
業
に
よ
り
新
設
さ

れ
た
藤
倉
ダ
ム
を
維
持
管
理
し
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度
か
ら
県

単
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
に
よ
る
補
修
・
更
新
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
土
地
改
良
区
名
称
の
由

来
で
あ
る
“
西
根
堰
”
は
、
江
戸
時

代
初
期
に
米
沢
藩
の
領
主
上
杉
景
勝

に
よ
り
“
西
根
下
堰
（
し
た
せ
き
）
”

が
１
６
１
８
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

で
開
鑿
４
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

現
在
の
施
設
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水

路
に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
随
所

に
往
時
の
姿
を
残
し
て
お
り
、
平
成

22
年
度
に
社
団
法
人
土
木
学
会
の
、

選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
小
学
生
の
出
前
授
業

や
見
学
学
習
な
ど
の
場
と
し
て
、
平

成
29
年
度
は
17
校
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。

土
地
改
良
区
で
は
、
水
土
里
を
育

む
普
及
促
進
事
業
に
よ
る
「
西
根
堰

の
隧
道
探
検
」
や
「
選
奨
土
木
遺
産

“
西
根
堰
”
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
実
施
し
、
土
地
改
良
施

設
の
PR
や
安
全
対
策
の
啓
発
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
開
鑿
４

０
０
年
に
向
け
た
事
業
と
し
て
「
西

根
堰
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
」
を
地
元

自
治
体
・
新
聞
社
と
の
実
行
委
員
会

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
０
０
年
の
長
い
間
に
農
業
や
地

域
の
姿
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、

土
地
改
良
施
設
が
果
た
し
て
き
た
役

割
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
４
０
０
年

の
節
目
を
今
後
の
第
一
歩
と
考
え
て

将
来
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
】

当
課
で
実
施
し
て
い
る
研
修
は
、

農
林
土
木
技
術
研
修
実
施
要
領
に
よ

り
、
基
礎
研
修
（
初
任
者
、
自
治
法

派
遣
職
員
）
と
中
堅
職
員
研
修
、
リ

ー
ダ
ー
研
修
、
実
習
演
習
（
測
量
）
、

実
習
演
習
（
現
場
監
理
）
、
部
門
別

設
計
研
修
等
で
す
。
本
庁
各
課
の
技

術
力
の
あ
る
事
業
担
当
の
主
任
主
査

や
主
幹
を
講
師
と
し
て
、
技
術
力
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

経
験
４
年
目
を
対
象
と
し
た
中
堅

職
員
研
修
は
、
い
わ
き
農
林
事
務
所

の
ご
協
力
に
よ
り
11
月
に
開
催
し
ま

し
た
。
若
手
職
員
21
名
は
、
担
当
業

務
や
現
場
代
理
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
状
況
、
工
夫
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
（
現
地
研
修
は
復
興
再

生
基
盤
整
備
事
業
い
わ
き
地
区
、
復

興
基
盤
総
合
整
備
事
業
夏
井
地
区
、

防
災
林
造
成
事
業
新
舞
子
地
区
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た

情
報
交
換
会
で
は
、
浜
通
り
の
お
い

し
い
野
菜
、
新
鮮
な
海
産
物
な
ど
を

味
わ
い
ま
し
た
。

実
習
演
習
（
現
場
監
理
）
は
１
月

に
、
相
馬
市
の
水
産
種
苗
研
究
生
産

施
設
（
稚
魚
、
稚
貝
飼
育
）
と
海
岸

を
守
る
海
岸
防
災
林
造
成
事
業
相
馬

地
区
等
で
開
催
し
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
同
様
な
研
修
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
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「

西
根
堰
（
に
し
ね
せ
き
）

開
鑿
４
０
０
年
を
迎
え
て
」

県

北

地
域
に
根
ざ
し
た

水
土
里
ネ
ッ
ト

新

規

採

用

職

員

の

紹

介

①

所
属
・
氏
名

②

出
身
地

③

学
生
時
代
の
専
攻

④

志
望
動
機
・
担
当
業
務
・
抱
負

①
南
会
津
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

南
川

駿

②
東
京
都
世
田
谷
区

③
地
域
環
境
科
学
部

生
産
環
境
工
学
科

④
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
所
に
行

き
た
い
と
思
い
、
志
望
し
ま
し
た
。
農
道
整

備
の
監
督
員
、
委
託
業
務
、
水
土
里
を
育
む

普
及
促
進
事
業
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ど

の
仕
事
で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
先

輩
方
の
助
け
を
お
借
り
し
て
な
ん
と
か
や
っ

て
い
る
毎
日
で
す
。

目
の
前
の
仕
事
で
手
一
杯
の
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
、
も
っ
と
全
体
を
把
握
し
て
ス
ム
ー

ズ
で
良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
相
双
農
林
事
務
所

農
村
整
備
第
一
課

小
久
保

俊

②
栃
木
県
宇
都
宮
市

③
地
域
環
境
科
学
部

生
産
環
境
工
学
科

④
私
は
栃
木
出
身
で
す
が
、
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
目
指
す
福
島
の
状
況
を
知
り
、

微
力
な
が
ら
そ
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
志
望
動
機
と
な
り
ま
し
た
。
業
務
は

福
田
一
夫
副
主
査
と
星
啓
太
技
師
の
指
導
の

下
、
南
相
馬
市
内
の
ほ
場
整
備
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
先
輩
方
の
厳
し
い
叱
責
に
心
が
折

れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
り

が
た
い
言
葉
と
受
け
取
り
、
日
々
勉
強
の
毎

日
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
向
上
心
を
忘
れ
ず
に
、
焦
ら

ず
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

伊達西根堰土地改良区

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
事
で
す
。

西根上堰（うわせき）頭首工「大正時代」と「今の姿」

農
林
技
術
課
か
ら
の
情
報

福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
技
術
課

で
は
、
農
林
土
木
工
事
の
進
行
管
理
、

設
計
基
準
管
理
、
農
林
土
木
研
修
等

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
実
施
し
た
研
修
の
状
況
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

中堅職員 経験4年目研修(夏井地区)

相馬市の水産種苗施設での研修

農業土木職員

の一員です！

西根堰ノルディックウォーキング 明治33年水路の隧道工事許可文書

①
相
双
農
林
事
務
所

農
村
整
備
第
一
課

伊
藤

元
熙

②
伊
達
市

③
農
学
生
命
科
学
部

農
業
環
境
工
学
科

④
実
家
は
農
業
を
営
ん
で
お
り
、
昔
か
ら
農

業
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
で
は
農
業

土
木
を
学
び
、
勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
お
も

し
ろ
さ
を
感
じ
て
い
た
た
め
、
も
う
少
し
農

業
土
木
に
携
わ
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
、
こ

の
職
を
志
し
ま
し
た
。
海
岸
工
事
を
担
当
し

て
お
り
、
現
在
は
小
浜
雫
地
区
の
堤
防
復
旧

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
自
分
な
り
に

一
生
懸
命
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

①
県
北
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

後
藤

真
実

②
山
形
県
米
沢
市

③
食
産
業
学
部

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

④
私
は
県
外
出
身
で
す
が
、
国
見
町
で
農
業

を
し
て
い
る
祖
父
の
お
か
げ
で
福
島
県
産
物

を
食
べ
て
育
ち
ま
し
た
。
大
学
で
農
業
土
木

分
野
を
学
ぶ
う
ち
に
被
災
し
た
福
島
県
の
農

業
基
盤
整
備
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思

い
、
本
職
を
希
望
し
ま
し
た
。
現
在
、
復
興

基
盤
総
合
整
備
事
業
山
木
屋
地
区
と
た
め
池

等
整
備
事
業
滝
池
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
日
々
の
業
務
の

中
で
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
福
島
県
の
農

業
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。


